
法
人
税
率
下
げ
海
外
の
動
き

モ
ノ
づ
く
り
人
材
育
成
促
進

地域の産業集積広
島
市

　
広
島
市
の
北
西
部
に
位
置
す

る
丘
陵
地
４
５
７
０

に

住

み
、
働
き
、
学
び
、
憩
う
、
護

る

と
い
う
複
合
機
能
を
備
え

た
都
市
拠
点
「
ひ
ろ
し
ま
西
風

新
都
」
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
区
域
内
２
カ
所
の
高
速

道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
地

区
の
中
央
を
走
る
軌
道
系
の
ア

ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
、
市
中
心
部

と
の
間
を
約

分
で
結
ぶ
広
島

高
速
４
号
線
な
ど
、
交
通
の
利

便
性
が
最
大
の
特
徴
。

　
広
島
市
は
西
風
新
都
へ
の
企

業
立
地
を
促
進
す
る
た
め
、
建

物
・
機
械
設
備
に
対
す
る
投
下

資
本
額
の
最
大

％

限
度
額

億
円

を
補
助
す
る
企
業
立

地
促
進
補
助
制
度
を
設
け
て
お

り
、
進
出
コ
ス
ト
を
削
減
で
き

る
。

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
信
越
事
務
所

　
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

中
小
機
構

関
東
本
部
信
越

事
務
所
は
、
新
潟
県
の
県
北
地

域
に
位
置
す
る
「
新
潟
中
条
中

核
工
業
団
地
」

胎
内
市

、

県
央
部
に
位
置
す
る
「
柏
崎
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
パ
ー
ク
」

柏
崎

市

の
産
業
用
地
の
分
譲
を
行

っ
て
い
る
。
新
潟
中
条
中
核
工

業
団
地
は
良
質
で
安
価
な
工
業

用
水
道
や
、

を
超
え
る
大

型
立
地
へ
の
対
応
が
可
能
な
団

地
で
あ
る
。
柏
崎
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
パ
ー
ク
は
近
年
、
大
手
二
次

電
池
工
場
が
立
地
す
る
な
ど
注

目
さ
れ
、
電
気
料
金
の
大
幅
な

補
助
な
ど
が
特
徴
の
工
業
団

地
。
ど
ち
ら
の
団
地
も
首
都
圏

を
は
じ
め
東
北
各
県
を
カ
バ
ー

す
る
「
も
の
づ
く
り
・
物
流
拠

点
」
と
し
て
好
立
地
な
物
件
で

あ
る
。

主
要
産
業
団
地
の
紹
介
〈
順
不
同
〉

岡
山
県

　
岡
山
県
は
東
京
都
と
鹿
児
島

県
の
ち
ょ
う
ど
中
間
に
位
置

し
、
瀬
戸
大
橋
を
は
じ
め
縦
横

に
延
び
る
高
速
道
路
網
、
山
陽

新
幹
線
を
は
じ
め
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅

で
８
路
線
が
交
わ
る
鉄
道
網
、

３
０
０
０

滑
走
路
を
有
す
る

岡
山
空
港
な
ど
中
四
国
に
お
け

る
交
通
の
結
節
点
で
あ
り
、
広

域
交
通
網
が
充
実
し
て
い
る
。

　
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
リ
ス

ク
が
少
な
く
、
電
力
を
安
定
的

に
供
給
で
き
る
な
ど
国
内
有
数

の
安
全
で
安
定
し
た
操
業
環
境

を
有
し
て
い
る
。さ
ら
に
、最
大

億
円
の
大
規
模
工
場
立
地
補

助
金
な
ど
各
種
の
優
遇
制
度
で

立
地
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

立
地
企
業
の
新
た
な
設
備
投
資

に
つ
い
て
も
支
援
し
て
い
る
。

松
本
市

　
松
本
市
の
「
新
松
本
工
業
団

地
」
は
、
長
野
自
動
車
道
の
松

本
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

Ｉ

Ｃ

、
塩
尻
北
Ｉ
Ｃ
か
ら
約

分
の
距
離
に
あ
る
。
本
州
・
長

野
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

首
都
圏
、
中
京
圏
に
ア
ク
セ
ス

が
良
好
だ
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
松
本

駅
に
車
で

分
、
信
州
ま
つ
も

と
空
港
へ
は
５
分
と
交
通
の
玄

関
口
に
も
結
ば
れ
て
い
る
。

　
市
内
に
は
信
州
大
学
を
は
じ

め
「
松
本
地
域
産
学
官
連
絡

会
」
、
医
療
分
野
で
は
「
信
州

メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ー
ズ
育
成
拠

点
」
と
い
っ
た
産
学
官
の
連
携

拠
点
が
充
実
。
近
接
す
る
松
本

臨
空
工
業
団
地
に
あ
る
「
ま
つ

も
と
工
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で

は
企
業
支
援
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。

千
葉
県

　
千
葉
県
は
企
業
誘
致
セ
ミ
ナ

ー
を
き
ょ
う

日

大
阪

で
、

月

日
に
東
京
で
開
催

し
、
森
田
健
作
知
事
が
千
葉
県

へ
の
産
業
立
地
の
魅
力
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
。

　
都
心
、
空
港
、
港
湾
へ
の
抜

群
の
ア
ク
セ
ス
を
誇
る
千
葉

県
。
近
年
は
圏
央
道
の
整
備
進

展
や
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の

料
金
引
き
下
げ
継
続
、
成
田
国

際
空
港
の
発
着
枠
拡
大
な
ど
に

伴
い
飛
躍
的
に
立
地
優
位
性
が

高
ま
っ
て
い
る
。
２
０
１
７
年

度
に
は
袖
ケ
浦
市
と
茂
原
市
で

新
た
な
工
業
団
地
の
分
譲
を
始

め
る
。
首
都
圏
で
最
も
割
安
な

コ
ス
ト
で
用
地
取
得
が
可
能

で
、
県
は
工
場
・
研
究
所
な
ど

の
投
資
や
、
本
社
立
地
に
対
す

る
県
内
雇
用
へ
の
補
助
金
を
用

意
し
て
い
る
。

北
海
道
千
歳
市

　
北
海
道
千
歳
市
は
、
札
幌
市

の
南
に
位
置
し
国
内
有
数
の
乗

降
客
数
を
誇
る
新
千
歳
空
港
を

擁
す
る
人
口
約
９
万
５
０
０
０

人
の
都
市
。
同
市
は
道
内
各
地

を
結
ぶ
高
速
道
路
が
整
備
さ

れ
、
苫
小
牧
港
が
近
接
す
る
な

ど
「
陸
海
空
」
の
交
通
ア
ク
セ

ス
が
充
実
。
ま
た
、
良
質
で
豊

富
な
地
下
水
や
安
定
的
な
雇
用

が
確
保
し
や
す
い
な
ど
立
地
環

境
に
優
れ
た
工
業
都
市
と
し

て
、
食
品
・
医
薬
品
・
自
動
車

・
電
子
機
器
・
物
流
な
ど
多
様

な
業
種
の
企
業
が
立
地
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
地
震
や
降
雪
が

比
較
的
少
な
く
、
内
陸
部
で
津

波
の
心
配
も
少
な
い
な
ど
リ
ス

ク
分
散
の
拠
点
と
し
て
の
条
件

も
整
っ
て
い
る
。

　　 ２０１３年 平成２５年 ９月１９日 木曜日 【広告特集】 （ ）

　
海
外
で
は
国
内
企
業
の
振

興
、
外
国
企
業
の
誘
致
に
よ

り
、
経
済
発
展
を
促
進
す
る

た
め
、
法
人
税
率
を
引
き
下

げ
る
動
き
が
目
立
つ
。

　

年
、

年
の
一
般
教
書

演
説
で
オ
バ
マ
大
統
領
が
経

済
発
展
、
製
造
業
の
国
内
回

帰
を
宣
言
し
た
米
国
は
７
月

に
連
邦
法
人
税
率
を

％
か

ら

％
に
、
特
に
製
造
業
は

％
に
引
き
下
げ
る
と
の
税

制
改
革
案
を
発
表
し
た
。
英

国
は

年
４
月
か
ら

％
に

引
き
下
げ
た
が
、
さ
ら
に

年
４
月
か
ら

％
、

年
４

月
か
ら

％
に
、
ベ
ト
ナ
ム

は

％
を

％
に
引
き
下
げ

る

現
在
、
特
定
の
地
域
・

分
野
・
機
関
の
税
率
は

％

と

％
、
一
定
期
間
の
免
税

・
半
減
税
を
適
用

。

　
第
三
は
、
モ
ノ
づ
く
り
人

材
の
育
成
を
促
進
す
る
こ
と

で
あ
る
。

　
海
外
で
の
事
業
展
開
が
進

む
中
で
、
日
本
の
労
働
力
の

質
を
再
評
価
し
、
技
術
者
、

技
能
者
な
ど
モ
ノ
づ
く
り
人

材
を
確
保
で
き
る
地
域
に
立

地
す
る
動
き
が
目
立
つ
。
地

域
の
「
人
材
」
が
投
資
を
呼

び
込
ん
で
い
る
。

　
モ
ノ
づ
く
り
基
盤
を
強

き
ょ
う

靭
に
す
る
た
め
、
モ
ノ
づ
く

じ
んり

人
材
の
育
成
は
国
策
と
し

て
促
進
す
る
べ
き
重
要
な
課

題
だ
が
、
地
域
に
お
い
て

も
、
そ
の
取
り
組
み
を
さ
ら

に
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

人
材
の
誘
致
も
促
進
し
た
ら

い
い
。
地
域
の
大
学
、
国
公

立
研
究
機
関
の
人
材
が
立
地

の
大
き
な
誘
因
条
件
に
な
る

こ
と
に
も
期
待
し
た
い
。

　
ち
な
み
に
、
海
外
よ
り
も

国
内
の
立
地
を
選
定
し
た

社
が
挙
げ
た
理
由
は
、
「
良

質
な
労
働
力
の
確
保
」
を
最

も
重
視
し
た
が
５
件
、
重
視

し
た
が

件
で
、
い
ず
れ
も

回
答
項
目

の
ト
ッ
プ
で
あ

る
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
東
北

を
第
三
の
拠
点

宮
城
県
、

岩
手
県

に
決
め
た
要
因
の

一
つ
は
人
材
の
確
保
で
あ
る

と
い
う
。
島
根
県
が
近
年
、

多
数
の
ソ
フ
ト
系
Ｉ
Ｔ
産
業

の
誘
致
に
成
功
し
て
い
る
大

き
な
要
因
は
、
日
本
発
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
言
語
の
開
発
者
で

松
江
市
在
住
の
ま
つ
も
と
ゆ

き
ひ
ろ
氏

Ｒ
ｕ
ｂ
ｙ
ア
ソ

シ
エ
ー
シ
ョ
ン
理
事
長

と
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
ソ
フ
ト
の
開
発
者
、

泉
賢
二
氏

島
根
県
産
業
技

術
セ
ン
タ
ー
情
報
・
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ
科
長

の

存
在
で
あ
る
と
も
っ
ぱ
ら
の

評
判
で
あ
る
。
島
根
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー

吉
野
勝
美

所
長

は
五
つ
の
新
産
業
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
ソ
フ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
パ

ー
ク
島
根
の
中
核
機
関
と
し

て
の
役
割
も
果
た
し
て
い

る
。
一
方
、
日
本
の
裾
野
産

業
の
誘
致
を
目
指
す
ベ
ト
ナ

ム
の
バ
リ
ア
・
ブ
ン
タ
ウ
省

で
は
日
本
語
が
話
せ
る
技
術

者
１
０
０
０
人
育
成
、
日
本

企
業
専
用
工
業
団
地
、
特
別

優
遇
措
置
を
セ
ッ
ト
に
し

て
、
誘
致
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。
い
ず
れ
も
、
注
目
し

て
お
き
た
い
。

　
民
間
投
資
を
喚
起
す
る
成

長
戦
略
の
実
行
に
よ
り
、
製

造
業
の
国
内
回
帰
が
始
ま

り
、
メ
ー
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
へ
の
動
き
が
加
速
し
、

国
内
立
地
が
増
え
る
か
、
成

り
行
き
が
注
目
さ
れ
る
。


